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○甲州市原産地呼称ワイン認証条例施行規則 

平成２２年３月２９日規則第２号 

改正 平成２５年９月２６日規則第２５号 

改正 平成３０年６月２６日規則第１７号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、甲州市原産地呼称ワイン認証条例（平成２０年甲州市条例第

３４号。以下「条例」という。）の施行に関し、必要な事項を定めるもの

とする。 

（認証の申請） 

第２条 条例第４条の規定による原産地呼称ワインの認証（以下「認証」とい

う。）の申請は、甲州市原産地呼称ワイン認証申請書（様式第１号）に、

当該申請に係るワインを添えて提出する方法により行うものとする。 

（申請に係る提出ワイン） 

第３条 前条の規定により提出するワインは、最終製品として、７２０ミリリット

ル瓶又は７５０ミリリットル瓶に瓶詰めされているものでなければならな

い。 

２ 前項のワインは、１銘柄につき３本を提出する。 

 （原料ぶどうの登録） 

第４条 条例第５条第１項の規定による原料ぶどうの登録は、次に揚げる事項を記

載した甲州市圃場登録簿（様式第２号）を市長に提出することにより行

う。 

（１） 市内の圃場の所在地 

（２） ぶどう品種 

（３） 作付面積 

（４） 収穫量 

２ 市長は、前項の登録について、原産地呼称ワイン原料ぶどう圃場管理台帳 

（様式第３号）を調製し、保管しなければならない。 

（ワインの製造方法の基準） 

第５条 条例第６条第１項第２号の規則で定めるワインの製造方法の基準は、次の

とおりとする。 
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（１） 食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）及び酒税法（昭和２８年法律第

６号）で定める醸造酒類果実酒の基準に適合して製造すること。 

（２） 酸化防止剤は、亜硫酸（ピロ亜硫酸カリウム及び無水亜硫酸）のみとす

る。 

（３） 同一収穫年のぶどうを８５％以上使用したワインに限ること。 

（４） 醸造からキャップシール及びラベリングまでの作業工程を山梨県内にある 

自らのワイン製造施設で行うこと。 

（５） 酸化防止剤無添加ワインについては、対象外とすること。 

（ワインのラベル表示の基準） 

第６条 条例第６条第１項第２号の規則で定めるワインのラベル表示の基準は、次

のとおりとする。 

（１） 収穫年の表示は、表ラベルに表示すること。 

（２） 収穫地の表示は、次のとおりとし、表又は裏ラベルに表示すること。 

ア 市、地区、大字及び小字（圃場）の順にその名称を表示すること。 

イ アの表示については、当該表示地において収穫された原料ぶどうを８５パ

ーセント以上使用した場合に限り表示することができる。 

ウ アの地区の名称は、塩山地区、勝沼地区又は大和地区とすること。 

（３） 品種の表示は、甲州種は表ラベルに表示し、それ以外の品種は果実酒等の

製法品質表示基準（平成２７年１０月３０日国税庁告示第１８号）に適合

した表示とすること。 

（４） ワインのタイプ表示は、裏ラベルに表示すること。 

（審査） 

第７条 条例第７条第１項各号に掲げる審査は、次のように行う。 

（１） 条例第７条第１項第１号の圃場現地確認審査は、第４条第１項の規定によ

り提出された甲州市圃場登録簿をもとに、当該圃場にて初回登録時のみ審

査を行う。 

（２） 条例第７条第１項第２号の書類審査は、第２条及び第４条第１項の規定に

より提出された申請書類等をもとに審査し、当該申請ワインのラベル表示

の適合審査を併せて行う。 

（３） 書類審査を合格したワインは条例第７条第１項第３号の官能審査へ進み、
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官能審査は、ワイン利き酒評点票（様式第４号）を用いて行う。 

２ 前項第２号の規定にかかわらず、ラベル表示の適合審査については、官能  

審査終了後に行うことができる。 

（認証書） 

第８条 条例第８条第１項の認証書は、様式第５号による。 

（認証の公表） 

第９条 条例第８条第２項の規定による認証の公表は、市のホームページへの掲載

その他市長がその周知に必要と認める方法で行うものとする。 

（認証の表示等） 

第１０条 条例第９条の規則で定める認証の表示は、市が交付する認証シール（様

式第６号）を、表面に貼付する方法又は「甲州市原産地呼称ワイン認証

審査会認証」若しくは「Koshu City Appellation Control」のいずれか

を表ラベルに７ポイント以上の大きさで表示する方法のいずれかで行う

ものとする。 

２ 前項の規定による認証の表示に要する費用は、その実費の範囲内 で、

交付を受ける者が負担する。 

（身分証明書） 

第１１条 条例第１６条第２項の規則で定める身分証明書は、様式第７号による。 

（審査結果） 

第１２条 審査会は、第７条に規定する審査結果を市長に報告し、市長は審査結果

を申請者に報告するものとする。 

（異議申立ての制限） 

第１３条 申請者は、審査会の行う審査については、異議を申立てることができな

い。 

（認証台帳） 

第１４条 市長は、原産地呼称ワイン認証台帳（様式第８号）を調製し、保管しな

ければならない。 

（その他） 

第１５条 この規則に定めるもののほか、認証に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 
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（施行期日） 

１ この規則は、平成２２年４月１日から施行する。 

（勝沼町原産地呼称ワイン認証条例施行規則の廃止） 

２ 勝沼町原産地呼称ワイン認証条例施行規則（平成１７年勝沼町規則第５号）

は、廃止する。 

（経過措置） 

３ この規則の施行の日前までに、前項の規定による廃止前の勝沼町原産地呼称ワ

イン認証条例施行規則の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、それぞ

れこの規則の相当規定によりなされた処分、手続その他の行為とみなす。 

附 則（平成２５年９月２６日規則第２５号） 

この規則は、平成２５年１０月１日から施行する。 

  附 則（平成３０年６月２６日規則第１７号） 

この規則は、平成３０年１０月３０日から施行する。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第１号の２（第２条関係） 

様式第２号（第２条関係） 

様式第２号の２（第２条関係） 

様式第３号（第２条関係） 

様式第３号の２（第２条関係） 

様式第４号（第６条関係） 

様式第５号（第７条関係） 

様式第６号 略 

様式第７号（第１０条関係） 

様式第８号（第１３条関係） 

 


